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はじめに

2025年 8月 1日，愛知県豊橋市の海岸にてコビレゴ
ンドウ Globicephala macrorhynchus (Gray, 1846)のストラ
ンディング個体が発見された（岡村ほか , 2026）．当該
個体は豊橋市自然史博物館，名古屋大学，国立科学博
物館の合同で調査し，外部計測，写真撮影，3Dスキャ
ニングの後にストランディング原因解明を主目的とし
た解剖調査を実施した．
コビレゴンドウの東海地方でのストランディング事
例は極めて少なく，愛知県内では本事例が初報告であ
る．本稿では当該個体を死後調査する過程で得た肉眼
所見と寄生虫の採材結果について報告する．

試料と方法

個体は 2025年 8月 1日に愛知県豊橋市伊古部町枇
杷ヶ谷 57（34°39′29.2″N，137°23′31.9″E）にて死
亡している状態で発見された．現地での測定により体
長（上顎端 –尾ビレ分岐部）は 369.2 cm，性別はメス
と確認した．右側臥姿勢で漂着していたため，体表右
側の外部寄生虫および固着生物の有無を確認した後，

死後解剖調査を実施した．
まず，脂皮厚の計測（ヘソから背腹方向の計 3箇所：
腹側，体側横突起位，背側）を行い，乳腺を剖出後，
体幹の脂皮と筋肉を取り除きながら諸臓器を摘出した．
解剖現場では随時外貌や各臓器を肉眼で観察し，コン
パクトデジタルカメラ（TG7, OM Digital Solutions, 東京）
で撮影し記録した．複胃（前胃，主胃，連結胃，幽門胃），
十二指腸膨大部，肝臓，腸，腎臓，子宮および膀胱は
国立科学博物館（茨城県つくば市）に持ち帰り，解剖
室内で追従観察および撮影と寄生虫調査を行った．
内部寄生虫の採取方法は Shiozaki and Amano（2017）
を参考にした．鯨類寄生虫の好適寄生部位のうち，気
管と翼状洞は解剖現場にて切開し，肉眼で寄生虫の有
無を確認した．複胃の全ての部屋と十二指腸膨大部は
切開して肉眼観察し，洗滌した．肝臓は 2–3 cm厚にス
ライスして水道水で指圧しながら洗滌した．腸は全長
を計測し，三等分してそれぞれ切開後，内部を 3回ず
つ水道水で洗滌した．複胃と十二指腸膨大部，肝臓，
腸の洗滌沈渣を透過光上で肉眼観察し，寄生虫を探索
した．腎臓の尿管，子宮，膀胱は切開して内部を肉眼
で観察した．採取した寄生虫は形態から同定し，アル
コールまたはホルマリンにより固定した．また吸虫類



は Alum-carmine液と Semichon's carmine液による圧平染
色標本を作製した．
解剖調査の後，コビレゴンドウの全身骨格は豊橋市
自然史博物館に標本番号：TMNH-MA-714として収蔵
された．国立科学博物館（茨城県つくば市）では各種
研究試料を標本番号：NSMT-M88355として収蔵した（第
1表，第 2表）．

結 果

鯨体の表皮は乾燥していたものの，脂皮，筋肉と
もに腐敗は軽微だった．脂皮厚は背側 3.9 cm + 0.1 cm，
体側 2.2 cm + 0.1 cm，腹側 2.9 cm + 0.1 cm（それぞれ脂
肪層 +表皮の厚み）だった．舌辺縁乳頭は認められず，
上下顎とも歯列の摩耗が著しかった．乳腺は長さ 50.5 
cm，幅 9.5 cm，厚さ 2.0 cmで，乳管は明瞭で泌乳は

第 1 表．国立科学博物館で収蔵したコビレゴンドウの標本（標本番号 : NSMT-M88355）．

部位名 量 固定・保管方法
脂皮 約 10g 99%エタノール

約 200g 冷凍
筋肉 約 10g 99%エタノール

約 200g 冷凍
肝臓 約 200g 冷凍
腎臓 約 200g 冷凍
胃内容物 魚・頭足類の眼球が 23個 99%エタノール
子宮角 約 1 cm片 10%中性ホルマリン
卵巣 左右全量 10%中性ホルマリン

第 2 表．	国立科学博物館で収蔵したコビレゴンドウ寄生虫の標本（標本番号 : NSMT-M88355）．

寄生虫の種 寄生部位 固定・保管方法
カイアシ類 Pennella sp. 体表 99%エタノール
鉤頭虫 Bolbosoma sp. 腸 99%エタノール
線虫 Stenurus globicephalae 翼状洞 99%エタノール，5%中性ホルマリン
吸虫 Nasitrema gondo 翼状洞 99%エタノール，5%中性ホルマリン，圧平染色標本
条虫（メロセルコイド） Clistobothrium delphini 脂皮 99%エタノール

C. grimaldi 腹腔膜 99%エタノール

第 1 図． 解剖したコビレゴンドウの乳腺．（a）剖出した右乳腺．矢印は乳頭の位置を示す．（b）乳腺の割面：乳管が明瞭．
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認められなかった（第 1図）．心臓，肺，肝臓，腎臓，
腸に肉眼的な異常は認められなかった．複胃の各部屋
を観察したところ，未消化のエサ生物やプラスチック
などの外来性異物は無く，洗滌沈渣から魚または頭足
類の眼球が計 23個確認された．また前胃の上部と底
部にそれぞれ 5 mm大と 1 cm大の潰瘍痕が認められた
が，胃内壁が全て剥離していたため詳細は不明であっ
た（第 2図）．子宮は広間膜が発達し血管の怒張も認
められた．頸部に 9 cm× 7 cm大と 5 cm× 5 cm大の
白色充実性の弾力性に富む腫瘤を認め，粘膜との連結
（茎部）も認めた（第 3図）．左子宮角頸部に認められ
た大きい腫瘤は粘膜面へ，右子宮角頸部に認められた
小さい腫瘤は腹腔への増殖をそれぞれ認めた．

外貌観察にて，右体側表面に 3個体のペンネラ
Pennella sp.（和名ヒジキムシ）寄生が認められた．うち
2個体は解剖時に体幹部分で切断され，残存部の長さは
6 cm（第 4図 a）および 3.5 cm（第 4図 b）だった．残
る 1個体はほぼ全身を採取でき，体長は約 10 cm（第 4
図 c, d）だった．その他にクジラジラミや蔓脚類などの
外部寄生または固着生物は認められなかった．左右の
翼状洞から線虫（オス 7隻，メス 10隻以上）と吸虫（37
隻）を採取し，それぞれ形態的に Stenurus globicephalae 
Baylis & Daubney, 1925 お よ び Nasitrema gondo Yamaguti, 
1951と同定した（第 5図）．なお本調査では翼状洞全体
を開いての観察および洗滌ができなかったため，総寄
生数は不明である．全長 32.06 mの腸を三等分したうち
の胃側区画，中間区画，肛門側区画からそれぞれ鉤頭
虫 Bolbosoma sp.を 12隻，3隻，3隻ずつ採取した．ま
た剖検中に脂皮および腹腔膜から条虫メロセルコイド
を 2 隻（Clistobothrium delphini (Bosc, 1802) Caira, Jensen, 
Pickering, Ruhnke & Gallagher, 2020）と1隻（C. grimaldi (Moniez, 
1889) Caira, Jensen, Pickering, Ruhnke & Gallagher, 2020），そ
れぞれ採取した．気管支，複胃，十二指腸膨大部，肝臓，
腎臓，子宮，膀胱に寄生虫は認められなかった．

考 察

当該個体は体長や外貌所見，並びに舌辺縁乳頭が無

第 2 図．コビレゴンドウの胃．
 （a）切開された胃全体像．略号 E: 食道，F: 前胃，M: 主

胃，CC1: 第一連結胃，CC2: 第二連結胃，P: 幽門胃， DA: 
十二指腸膨大部，D: 十二指腸．白丸で示した c，dは潰瘍．
（b）洗滌沈渣から見つかった餌残渣物．（c）前胃上部に
見られた潰瘍．（d）前胃底部に見られた潰瘍．

第 3 図．	コビレゴンドウの切開された子宮を腹側から観察．
 向かって右側が左子宮角，向かって左側が右子宮角．2

箇所の白矢印はそれぞれの腫瘤（筋腫）を指す．腫瘤（筋
腫）はどちらも切開されている．
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第 4 図．	コビレゴンドウに見られたペンネラの寄生箇所．
 鯨体はドローン DJI Air3（DJI Co., LTD.，深圳）で撮影．ペンネラの寄生箇所 a，b，cの近接撮影写真を下段（a），（b），（c）に示す．

写真（d）は個体 cの全身を剖出した状態．

いこと，歯列が摩耗していること，乳腺および子宮広
間膜の発達程度から性成熟個体，さらに経産個体と推
定される．外観上削痩の所見は得られず，脂皮厚も健
常個体のそれを示していたことから個体の栄養状態に
問題はなかったと考えられる．ただしほぼ完全な空胃
であり，生前は摂餌していない期間がしばらく続いて
いたと考えられる．
海棲哺乳類ではアニサキス類による胃の潰瘍が多数
報告されている（Siebert et al., 2006；Wan et al., 2017；
Raverty et al., 2020；Shero et al., 2025）．本個体ではアニ
サキス類自体は確認されなかったが，前胃に認められ
た潰瘍は粘膜下に残存するアニサキス類への炎症反応
の末の瘢痕化と考えられる．子宮に認められた白色充
実性の腫瘤はその肉眼的様相から筋腫と考察した．本
腫瘤は子宮頸部を物理的に圧迫していたが，他臓器や
腹膜への転移巣は確認されなかったため個体の死に影
響した可能性は低い．ただし，左子宮角頸部の大きな
腫瘤は粘膜側にその増殖を認めた．このことは，胎児
の成長や産道としての子宮の役割にある程度の影響を
及ぼす大きさと位置であると考察した．
国内におけるコビレゴンドウの寄生虫の報告は，倉
持（1999）の総説によると 7件あり，線虫 2種，吸虫
3種，条虫 3種が記録されている．筆者らの調査では
1999年以降，国内で本種の寄生虫を報告している文献
は見つからなかった．また既報ではコビレゴンドウの

第 5 図．	翼状洞から採取した寄生虫．
 （a）Stenurus globicephalaeオス虫体尾部，グリセリン透徹．

スケールバーは 50 ㎛．（b）S. globicephalaeメス虫体尾部，
グリセリン透徹．スケールバーは 50 ㎛．（c）Nasitrema 
gondo圧平染色標本，Alum-camineと Semichon's carmineで
染色，スケールバーは 5 mm．
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消化管や頭蓋洞など，特定の部位に着目した寄生虫調
査を行っており，一個体の全身における寄生状況を報
告したものはない．
ペンネラは鯨類や魚類，海亀類などに寄生する大
型のカイアシ類である．国内外でスジイルカ，ハナゴ
ンドウ，ネズミイルカ，コマッコウ，マッコウクジ
ラ，ミンククジラ，ナガスクジラなど多くの鯨種で
寄生例があり（長澤・上野 , 2014；Danyer et al., 2014；
Fraija-Fernández et al., 2018；Oren et al., 2023；Zeng and 
Lin, 2023；Vella and Vella, 2024），コビレゴンドウにお
けるペンネラ寄生例は国内では初報告である．ペンネ
ラは宿主によって大きさや外部形態の差が著しいこと
から，それぞれ別種とみなされ数十種が記載されてい
る．しかし Fraija-Fernández et al.（2018）では鯨類寄生
の P. baraenoptera Koren & Danielssen, 1877と魚類寄生
の P. filosa (Linnaeus, 1758)が同種であるとされ，さらに
Suyama et al.（2021）による遺伝子解析ではペンネラ属
が 2から 3種程度にまとめられる可能性が示されてい
る．今回見つかった個体はその大きさと頭部の形状か
ら P. filosa種群に属すと考えられるが，本種の分類に
は議論の余地があるため Pennella sp.として報告する．
ハクジラ類の頭部には翼状骨に囲まれた翼状洞と
呼ばれる空洞がある．この洞は鼓室胞周囲の洞とつ
ながっており，さらに前頭骨や側頭骨の周囲にまで
広がっている．ここは多くのハクジラ類で蠕虫類の
寄生が見られる．ハナゴンドウ，カズハゴンドウ，
ユメゴンドウ，オキゴンドウ，ヒレナガゴンドウな
ど，いわゆるゴンドウクジラ類とよばれる鯨種では
線虫 S. globicephalaeの寄生が汎世界的に報告されてい
る（Zylber et al., 2002；Lehnert et al., 2019；Saldaña et al., 
2022；Shamsi et al., 2024）．国内ではカズハゴンドウか
ら本種が報告されており（菊池・中島 , 1996）コビレ
ゴンドウからの報告はなかったが，今回確認された．
また Yamaguti（1951）では太地町のコビレゴンドウか
ら吸虫 N. gondoが記載されており，今回も多数の本種
虫体が採取された．本吸虫の報告は日本周辺に限られ
ており，線虫 S. globicephalaeとは対照的である．今回
のコビレゴンドウは宿主一頭のなかで二種の蠕虫が見
られたため，それぞれの種が中間宿主として利用する
生物をコビレゴンドウが摂餌していたと考えられる．
鉤頭虫 Bolbosoma属は鯨類を終宿主とする大型の鉤
頭虫である．オキゴンドウでは本属鉤頭虫の大量寄生
によるとされる死亡例が報告されている（菊池・中島 , 
1993）．当該報告では腸上部 3–4 mの部位から 500隻以
上の寄生を認めており，それに比べ今回は鉤頭虫の寄

生数がはるかに少なく，宿主への影響は考えにくい．
コビレゴンドウを含む外洋性ハクジラ類の多く
で，脂皮および腹腔膜や臓器の漿膜に条虫メロセル
コイドの寄生が観察される．脂皮に寄生するものは
Phyllobothrium delphini (Bosc, 1802) Van Beneden, 1868，腹
腔膜や臓器漿膜に寄生するものはMonorygma grimaldii 
(Moniez, 1889) Baylis, 1919とされていたが，遺伝子解析
の結果，どちらもサメ類を終宿主とする Clistobothrium
属の幼虫ということがわかっている（Aznar et al., 2007；
Caira et al., 2020）．これらは鯨類体内では休眠しており，
宿主がサメ類に食害されることでサメ類の腸に移行
し，成虫になると考えられている．したがって宿主の
年齢に応じて寄生数は増加すると予想されるが，今回
の死後調査では性成熟個体にも関わらず少数しか確認
されなかった．これらの条虫が中間宿主とする生物は
コビレゴンドウにとって主たる餌ではなかったと考え
られる．
フェロー諸島のヒレナガゴンドウ Globicephala melas 

(Traill, 1809)では宿主の群れ（ポッド）間で腸内寄生虫
叢に違いがあるとする報告があり（Balbuena and Raga, 
1994），寄生虫が宿主動物の生態を解明する指標になる
可能性が示されている．腸だけでなく全身の寄生状況
を記録していくことで，より詳しい解析ができるよう
になるだろう．今回の死後調査では死因を特定するこ
とはできなかったが，コビレゴンドウの寄生虫叢に関
する新たな知見や子宮筋腫並びに食性や性成熟などの
生活史に関する各所見を得ることができた．
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